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　近年、平断裁機の包丁の刃先に「ハイス（ハイ
スピードスチール）」が使われることがめっきり
減り、現在、主流は高い硬度を持つ「超硬（超硬
合金）」になっています。
　ハイスは超硬よりも硬度は低いのですが、粘
りが強い分、刃先を鋭角に加工しやすく、紙質
によっては超硬よりも断裁がスムーズに進む場
合があります。ただ、切れ味は超硬より長続き
しません。
　超硬は硬度が高い反面、欠けやすいとされて
きましたが近年、品質が大きく向上しています。
できるだけ鋭利で耐久性の高いものを目指し、
素材や刃先の角度などの組み合わせが吟味され
てきました。
　断裁現場には日々、さまざまな種類の紙が寄
せられます。多品種小ロット化の波が強まるに
つれ、紙へのこだわりを抱くクライアントが増
え、腰の強さや表面加工といった紙質は一層多
様化しています。また、一部の再生紙は包丁に
とって厳しいようで「以前よりも切れ味が落ちる
のが早い」と実感されている方が増えています。
　紙質に応じてその都度、包丁を取り換えるこ
とができればいいのでしょうが、それでは作業
効率に影響してしまいます。現場での使い分け
を必要とせず、幅広い紙質に対応できるよう、
現在、さまざまな包丁が提案されています。
　切れ味の良し悪しには、紙質だけでなく、紙の
目の方向や断裁機周辺の温度・湿度、クランプ圧、

一度に切る枚数などさ
まざまな条件が絡んで
きます。気持ちの良い
断裁工程実現のため、
包丁の選択や周辺環境
について、KOMOR I
と話してみてはいかが
でしょうか。

断裁する紙が多様化
包丁選びも切れ味を左右

氏

「
当
社
は
印
刷
と
加
工
の
部
門
を
分
け
て

い
ま
せ
ん
。
現
場
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
マ
ル

チ
で
動
い
て
い
ま
す
。
1
人
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
は
、
全
体
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
に

な
り
ま
す
」 

と
語
る
北
川
工
場
長
は
、
現
在
、

C
I
P
4
の
運
用
も
進
め
て
お
り
、
間
も
な
く

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
に
も
対
応
さ
せ
る
。

「
プ
リ
プ
レ
ス
か
ら
印
刷
機
に
標
準
で
デ
ー

タ
が
行
く
、
そ
し
て
断
裁
機
に
も
同
じ
面
付

け
デ
ー
タ
を
送
れ
ば
、
断
裁
作
業
時
に
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
で
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
の
交
代
時
に
、
断
裁
設
定
の
引
き
継
ぎ
の

間
違
い
が
起
こ
ら
な
く
な
り
ま
す
。
プ
リ
プ
レ

ス
、
プ
レ
ス
、
ポ
ス
ト
プ
レ
ス
の
連
携
を
広
げ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

製
造
部
の
清
原
課
長
代
理
も 「
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
で
、
次
に
カ
ッ
ト
す
る
場
所
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
交

代
し
て
も
迷
う
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
」 

と

期
待
す
る
。

断
裁
工
程
が
省
力
化
で
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
横
田
専
務
は 「
紙
媒
体
が
減
っ
て
き
て

い
る
と
い
う
現
状
の
中
で
、
新
し
い
断
裁
機

を
入
れ
ま
し
た
。
堅
牢
な
仕
様
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
費
用
対
効
果
は
期
待
で
き
ま
す
。

今
回
の
省
力
化
で
、
人
と
時
間
の
リ
ソ
ー
ス
に

余
力
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ゆ
く

ゆ
く
は
、
も
う
1
台
半
裁
の
印
刷
機
を
入
れ
る

か
、
そ
れ
と
も
後
加
工
に
も
う
1
台
ア
プ
リ
シ

ア
C
T
X
1
1
5
を
入
れ
て
ラ
イ
ン
を
組
む
か
、

攻
め
の
改
革
を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
」 

と
次
の
展
望
を
描
い
て
い
る
。

2
台
の
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
で
月
に
平
均

3
0
0
0
万
枚
強
、
最
大
で
4
0
0
0
万
枚

の
印
刷
を
こ
な
し
て
い
る
大
黒
印
刷
㈱
で
は
、

そ
の
う
ち
の
1
割
程
度
が
シ
ー
ト
出
し
で
、

2
0
0
〜
3
0
0
万
枚
ほ
ど
に
断
裁
加
工
が

入
っ
て
い
る
。
断
裁
作
業
を
省
力
化
で
き
れ
ば
、

全
体
の
効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、
ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5（
プ
ロ

グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
大
型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）

1
号
機
を
導
入
し
た
。

「
導
入
の
理
由
と
し
て
は
、
裁
落
紙
の
処

理
が
一
番
大
き
い
で
す
。
切
り
く
ず
を
取
っ

て
捨
て
る
と
い
う
作
業
に
、
非
常
に
多
く
の

時
間
が
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
1
5
の
導
入
で
、
裁
落
紙
を
自
動
的

に
ベ
ル
ト
で
か
ご
ま
で
運
び
、
ま
た
静
電
気
で

刃
に
付
い
た
紙
も
ブ
ロ
ー
で
自
動
的
に
吹
き
落

と
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
の

省
力
化
が
図
れ
て
い
ま
す
」 

と
、
横
田
専
務
は

評
価
し
て
い
る
。

現
場
を
統
括
す
る
北
川
工
場
長
は
、「
断

裁
の
時
間
を
短
縮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
断
裁
機
の
刃
が
下
り
る
ス
ピ
ー
ド

を
速
く
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ

で
は
あ
ま
り
効
果
が
出
な
い
。
作
業
の
中

で
、
人
が
定
位
置
か
ら
極
力
動
か
な
く
て

済
む
形
が
最
も
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
」 

と
導

入
を
推
進
し
た
。

「
切
り
く
ず
を
捨
て
る
作
業
は
多
面
付
け
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
増
え
て
い
き
ま
す
。
切
る
、

切
り
く
ず
を
捨
て
る
、
刷
本
を
回
す
、
切
る
、

切
り
く
ず
を
捨
て
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
、

『
捨
て
る
』 

を
省
く
と
、
切
る
、
回
す
、
切
る
、

回
す
、
切
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
。

工
程
が
1
つ
消
え
れ
ば
、
よ
り
大
幅
な
時
間
短

縮
が
見
込
め
ま
す
」 

と
北
川
工
場
長
。
実
際
に

作
業
時
間
を
見
て
み
る
と
、
10
分
か
か
る
と
こ

ろ
が
6
分
で
で
き
、
平
均
で
4
割
カ
ッ
ト
を
実

現
し
て
い
る
と
い
う
。

大
黒
印
刷
株
式
会
社

ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
の
1
号
機
導
入
で

タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を
減
ら
し
断
裁
に
か
か
る
時
間
を
４
割
カ
ッ
ト
。

　
1
9
6
5
年
の
創
業
以
来
、
京
都
で
唯
一
の
オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
機
専

門
企
業
と
し
て
地
場
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
き
た
大
黒
印
刷
株

式
会
社
。
現
在
は
、
新
聞
の
折
り
込
み
広
告
と
カ
タ
ロ
グ
系
冊
子
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
工
程
を
自
動
化
す
る
こ
と
で
大
幅
な
省
力
化

を
図
る
「
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
を
目
指
し
、
ハ
ー
ド
の
刷
新
と

C
I
P
4
の
運
用
を
進
め
て
い
る
中
、
今
年
2
月
に
、
ア
プ
リ
シ
ア

C
T
X
1
1
5（
プ
ロ
グ
ラ
ム
油
圧
ク
ラ
ン
プ
大
型
断
裁
シ
ス
テ
ム
）

を
導
入
し
た
。
断
裁
工
程
の
改
革
に
取
り
組
ん
だ
狙
い
や
導
入
効
果

に
つ
い
て
、
横
田
充
男
専
務
取
締
役
、
北
川
雄
樹
執
行
役
員 

統
括 

工

場
長
、
製
造
部
の
清
原
勝
課
長
代
理
に
お
聞
き
し
た
。

横 田  充 男
専務取締役
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ア
プ
リ
シ
ア
C
T
X
1
1
5
で

断
裁
工
程
が
1
つ
消
え
る

C
I
P
4
の
対
応
で

全
工
程
の
連
携
を
強
化

KYOTO

「当社の輪転機輪転は2台ともKOMORIで、信頼
 していることから断裁機もお願いしようと考え
 ました」

さまざまな包丁

執行役員 統括 工場長
北川 雄樹 氏
「KOMORIを選んだ理由は、
印刷機で培ってきたノウハウ
を提供してくれることと、24
時間のサービス体制です」

製造部 課長代理
清原 勝 氏
「以前は、刃に付いた紙を手
で取っていたため危険があり
ましたが、ブローで落とせる
ようになり助かっています」

「アプリシアCTX115には、バックゲージの丈夫さにも期待しています」と
横田専務。また、導入効果を検証した結果、「1パレット1万枚積んであるも
のを断裁するのにかかる時間を計ったところ、以前は30分かかっていまし
たが、導入後は20分で完了しました」と清原課長代理。
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